
Case Report

AIワイヤリングシステム

AI-Wiring System vol.19

小平  聡  先生
埼玉慈恵病院
埼玉手外科
マイクロサージャリー研究所

尺骨茎状突起骨折に対するAI-Wiring System
(AI-ピンシングル1.0)を用いたTension Band Wiring法

■ はじめに
株式会社 Aimedic MMT より AI- ピン シングル 1.0 が発売されて以降、当院では 4 例の尺骨茎状突起骨折に対して上
記を用いた Tension Band Wiring(TBW) 法を施行してきたため、その小経験について報告する。

症例は 17 歳～ 48 歳、男性 3 例、女性 1 例の計 4 例である。3 例は橈骨遠位端粉砕骨折であり、残りの 1 例は
Galeazzi 骨折であった。尺骨茎状突起骨折の内固定の適応は、橈骨骨折内固定後に遠位橈尺関節の不安定性を認めた
ものとした。尺骨は 2 本の AI- ピン シングル 1.0 と、0.55mm 軟鋼線を用いた TBW 法を行った。Galeazzi 骨折の 1
例には TFCC 直視下縫合を追加した。

通常の K-wire を用いた TBW 法では、対側皮質を貫通させるために鋼線は尺側末梢から橈側中枢に向けて刺入する（図
１）が、本システムは長さが４ cm と決まっているために対側に適度に貫通させるのは困難である。そのため髄内刺
入が基本となるが、その際にはミニドライバーと AI- ピンの距離が短いため、尺側からでは長軸方向に刺入しづらい。
そこで最初の 2 例はピンの先端を１cm 程度短縮して刺入していた（図２）が、現在は背側方向から刺入することで
容易に髄内刺入が可能となった（図３、４）。
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AI-ピン シングル1.0（滅菌品）

■ 手術のピットフォール

図１ K-wireを用いた、通常のTBW法。
K-wireは尺側末梢から橈側中枢に向けて刺入し、対側皮質を貫通させる。

図２ AI-ピンを用いたTBW法。
当初はピンを短縮して髄内刺入を行っていた。
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4 例全例で骨癒合が得られた。2 例に鋼線による軽度の刺激症状を認めた。

尺骨茎状突起骨折に対する内固定の適応には様々な意見があるが、固定力に関しては、K-wire を用いた TBW 法が
compression screw や suture anchor より優れていると報告されている 1)。リングピンによる TBW 法は、K-wire と比較して
バックアウトを回避できるため非常に有用である。肘頭骨折用のシステムは数社から販売されているが、尺骨茎状突起骨折用
のものは本製品のみである。肘頭骨折の際と比較してピンの刺入方向に制限を生じる点に注意が必要と考える。
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■ 考察
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■ 結果

図３ AI-ピンを用いたTBW法。
現在はピンを背側から刺入することで、ピンを短縮せずに髄内刺入が容易となった。

図４ 左図はK-wireを用いたTBW法の鋼線刺入方向。
右図はAI-ピンを用いたTBW法のピン刺入方向。
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